
国際開発学会の第３回特別研究集会が，

2002 年 6 月 29 日（土）に名古屋大学大学院

国際開発学研究科において開催された。メイ

ンテーマは，「グローバリゼーションの中の

ローカリゼーション」である。セッションの

構成は，以下の通りである。

①（共通論題）グローバリゼーションの中

のローカリゼーション

②（特別セッション）法整備支援─法学と

開発経済学の対話

③地域開発のイニシアティブ（日本，アフ

リカ，アジア他）

④開発と環境（Ⅰ，Ⅱ）

⑤ODA評価（Ⅰ，Ⅱ）

⑥開発と金融

⑦開発とインスティテューション

⑧経済開発のグローバリゼーション・ロー

カリゼーション

⑨開発援助と民間活力

研究報告は合わせて43に上った。

国際開発学会の特徴は，学際性，学術研究

と実践との不可分性，会員，従って研究報告

者の多様性にある。本研究集会も同様で，報

告者の所属は，大学や研究所などの学術研究

機関，開発実施機関，国際開発機関，民間企

業，民間の研究支援財団，中央省庁，大学院

学生，無所属，と多彩を極めた。これは，開

発研究がその誕生からして実践的な政策課題

に規定され，研究と開発の実践とが並行的に

展開してきたことによる。

今年の特別研究集会の特徴は，グローバリ

ゼーションの進展の中で逆に注目されるよう

になった「地域開発のイニシアティブ」に関

するセッションが多く設けられ，その中に日

本の開発の経験に関するセッションも含まれ

ていたことである。日本は援助大国となった

ものの，それはODAの金額でみる限りのこ

とであり，開発実務の担当者を始め多くの開

発関係者の間では，日本発の開発アプローチ

の提案が待たれているのが現状である。

日本は先進国の中でも，かつて被援助国で

あった歴史を有しており，いわば援助される

側と援助する側の両方の経験を有している希

有な存在である（欧米先進諸国の中には，こ

のような国は存在せず，常に支配するか，援

助するか，いずれかの立場にあった）。こうし

た日本の経験を十分に活かした日本流，ある

いはアジア流の開発論が求められているので

ある。特に，今世紀に入ってからは，世界銀

行を始め，世界の主な開発機関は農村貧困問

題を最大の開発課題に掲げており，この分野

においても，農業・農村セクターの開発につ

いて日本の戦前・戦後期の農村開発の経験を

踏まえた，欧米流でない開発アプローチの構

築が求められているといって過言でない。

このような背景の下に，「地域開発のイニシ

アティブ（日本）」では，①自治体による国際

協力の現状と可能性─明宝村の事例から，②

タイ一村一品運動にみる日本の援助手法の一

考察：北部パヤオ県の事例─地方行政と住民

参加との関わりを中心に，③行政参加型計画

への道：国立公園地区からの挑戦，④戦後日

本の生活改善運動にみる参加型開発，のテー

マで四つの報告が行われた。私は，このうち

④の報告を行ったが，日本の農村開発の興味

深い経験であることから，出席者からは好評

を得た。

上記の①，②，④の報告の基礎には，いず

れも戦後の生活改善を通じた農村女性の主体

形成と地域特産品づくりへの大きな貢献があ

り，期せずして戦後日本の農村生活改善の経

験が今日の途上国開発に対して有する含意に

ついて，つっこんだ議論が行われた。戦後日

本の農村開発の経験はすでに半世紀の蓄積が

あり，その再構築による国際的な発信の必要

性が痛感された。
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